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　關 し不完全性 を有す る事 を知 つ た．

　　71・ 卵管繊毛迴動に關す る研究

　　　　　　　　　　　山田　文夫 （大阪市立臀大）

　　蛙卵管 の切片像並 に 内腟表面像を組織學的に觀

　察 し卵管闇膜附着部及び そ の 反對側 に 於 け る皺

　襞 ， 粘液腺 ， 織 毛細胞の配列等の形態學的差異 を

　認 めた 上 ， 卵管纖 毛運動 の直接觀察 ， 異物運搬實

驗，更に組織匍匐實驗 等 に 依 b 間膜附着部の 内面

　に 於 て は從來考 え られ な か つ た 上 向性織 毛流 の存
す る事 を發見 した． 徇 か つ 異物運搬實驗 に よ り織
毛邏動 の 仕事量 を算出 し， 更 に剥離 した 織毛細胞

の纖 毛蓮動に對 する各種 ア ル コ 冖ル
， 各種 イオ ン

の作用を檢 し， 前者に於て は ト ラ ウ ベ の法則 ， オ ス

　ト ワ ル トの 毒作用 方程式の 適合 す る事を證 明 し，

後者に於て は 生物體に及 ぼ す イ オ ン の 影響を觀察

　した， 卵管 の 上 向性織 毛流は パ ーカ ー氏 によ り龜

で ， 三 村氏 に よ り鷄 で發見 された の み で あ る が
，

兩者は之 を精子土行に 役立 つ と考 えた．一然 し鷄卵

管 の 一部（蛋白分泌腺部）の み に 上 向流 の存す る事

は不合理 で あ b， 叉 體外受精 を行 う蛙 で は本論は

當は まらない ．此 の 上 向性織毛流を卵の 砲轉に よ

る形の補正 ， 及 び 卵膠歌 被膜附着に役立 つ と考 え

る と比較生理學的 に み て 少 く と も 下級脊櫓動 物の

す べ て に適合する．

　 72． 子宮腟部癌患者に於 け る 生體内癌組識の

　　　　稲淌費 と 之 に 及ぼす葡萄糖及びア ドレ ナ

　　　　リン負荷の 影響に就て

　　　　　　　　　　　祚崎　良介仇 　　 大）

　子 宮膣部癌患者正 常時 に於 け る 癌組織 を灌流す

る動脈 と 靜脈の 血糖量は 動胝の方 が犬 き くその差

は 少 くと も罕均 13mg ％以 上で 正常子 宮體部組織

子宮 筋腫組織妊娠 子宮體部組織及 び：前腕組織等の

蜀照組織を灌流 す る動脈 と 靜脈 の 血 中糖量の差 の

夫 々 の 雫均値 4mg ％ ・ 5mg ％ ，4mg ％ ，
4mg ％ の ．

何れ よ りも大 きい ． こ れは癌組織 に よ り糖が稍費

せ られ るた め で その 消費量は癌組織 の 大小 に 應ず

る もの と推測 す る こ とが出來 る． 子宮腟 部癌患者
の 生體内可及 的 自然 の 儘の歌態に 於 け る 癌組 織の

糖淌費は剔出組織に於け る と 同樣 に 旺盛 で あ る．

　子宮膣部梅患者に 20％ 葡萄糖 40cc を靜胝 内に
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　負荷 する時癌組織 を灌流す る 動脹 と靜胝 の 血糖 量

　の 差は葡萄糖蓼入繼績 中急速に 増大 し注入 中止 直

　後最大 とな り その後減 入す る．前腕 組織の 野照實

　驗 に於 て も葡萄糖負荷 に依 b動靜脈血 糖量の差 は

　同樣 に淆長す るが 増大量は癌組織 の方が大 きい ．

　子 宮膣部瘋 患者の 癌組織の糖淌費 は 葡萄糖負荷過

　血檐時は正常時 よ りも更に 旺盛 とな る．

　　73・ 硫酸銅法に よ る子 宮癌患者の 血液性欺變

　　　　 化に就t

　　　　　　　　　　木原行男，安樂飛昌 （九 大 ）

　　吾教室外來及 び入院 患者約 240例 に 就 て ， 特 に

子 宮癌手術例 ，
レ ン トゲ ン 照射例，及 び他の 疾患

手術 例 に於 て ， 主 と して 硫酸銅法 に依 る血液比 重

の増減 を測定 し， 更 に之 よ り血 漿蛋 白質量， 」血色

素，ヘ マ トク リジ ト， 酸素抱 合能等の推移 を觀察

　し， 併せ て赤白血球數 ， 血壓 ， 赤 血 球 沈降速度等

の 測定 を參考 と して行 い
， 要約次 の 如 き結果 を得．

一般 に子宮癌及び子 宮筋腫に於て 血液比 重 の著 し

’

き減少 を見た． 叉手術例 で は ， 血 色素 ， 亅血漿蛋白

質は術前値が著 しく増力叮し，　第 1 遯 に 激減， 第 2

週 に て最低値を示 し， 術後 4 週 に荷入院時の それ

に逹 せ す ， 子宮癌で は特 に 變動甚 しく特異的で あ

る． 手術 自體の影響 は區 々 で あるが，血 色素 は稍
圭減少，白血 球は著 し く増加 す る． 廣汎性手術例

では他 に比 し， 著 し く變 動が大で ， 第 1 週よ り既

に最低値 に逹す． 叉術 後合併症例で は，術 後血色

棄陵復が遲 く， 術 後輸血例 で は上 昇が稍 土速かで

あ る． レ ン ト ゲ ン 照射 に依 る影響で は ，
一般 に 白

血球數減少 を來 し， 血漿蛋白質は
， 稍 女増加の 傾

向 を示 し， その 他の 變動は著明 に 認 め られな い ．

　74・ 子宮癌患者血清の 紫外郡吸收ス ペ ク トル

　　　 に獣 て　　　　　　　　　　　　　 、

　　　　　　　　　 木 原行男 ， 日高英幸 （九 大）

　子宮癌物質代謝探求 の 目的の 一部 と して 島津石

英分光 寫眞器 QF − 60 型 ，
ス ペ ツ カ ー分光 々度 を

使用 して
， 子宮癌 30 例 ， 齧稱 と し て 健康者，妊婦 ，

子 宮筋腫 ， 卵巣嚢腫 ， 子癇 ，悪性絨毛上 皮腫等 鋭

例 に つ い て血清 の紫外部吸牧 ス ペ ク トル を 撮影 し

た 結果 ， 血 清その もの で は癌特異性 は 認 め られ な

か つ た が ， 除蛋 白血 清で は子 宮癌 ， 悪性絨毛上 皮
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